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名古屋市蓬左文 庫

Nagoyashi H6sabunko 

祭 礼と風俗展

10. 3出～11.29（日）

尾張地方には、熱田神宮はじめ瓦沼田（ますみだ） ・国府宮・大県 ・津島 ・亀尾天王など、古い神

社が多〈、むかしから祭礼もさかんに行われてきましたが、近世に入って名古屋城下が成り、城内三

の丸に東照宮が造営されるに及び、盛大をきわめるに至りました。名古屋城下で、単に「御祭礼」と

いえば、この東照宮祭を意味するほどでしたが、その始まりは、元和 7年（1621）、初代の尾張藩主義

直21オのときからです。もっとも、初めのころは、まだ簡素にいとなまれましたが、城下の発展にと

もなって次第に豪華となり、落と市民とが協力して祭をもりあげ、各町こぞって趣向をこらした山車

や行列をつらね、壮麗な祭礼絵巻をくりひろげるようになりました。熱田神宮もこれに劣らず、東海

道随ーの宿場であり、尾張最大の魚市場などを？もつ派手な土地柄から、立派な山車や馬の塔などをく

りだし、娯楽にとぼしい時代の民衆をたのしませたわけです。そのほか、津島祭や尾張のーノ宮其清

田村1社の祭もユニークな催しで知られておりますが、本文庫には、これらの状況をさながらに伝える

古い絵や絵入本、あるいはその由来や沿革を記録 企 Ill " 

~ Iii e新

した古文献が数多〈所蔵されています。さらに、 ..._ Ill ,. 

江戸時代における各地の祭や年中行事 ・風俗など

も、この機会にあわせてみていただくために、そ

れらに関する資料も加えました。以上のうち、「張

州雑志」「熱田祭実年中行事図会」などは肉筆の彩

色画、「名古屋名所団扇絵集」や浮世絵の類は、豪

華な色刷りの木版となっています。
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熱悶祭実年中行事図会



出

〔尾張〕
1 .東照宮御祭礼 （張州雑志巻20～ 23)

口
口口

内藤東甫 江戸中期写（自m:本） 4附

2.真治探桃集 佐分がi円 （同巻59～63) 5冊

3 .藤島私記真野時縄 （同巻64～67) HIT 

4.津島年中行事 （同巻70～73) 4 I冊
5. 熱田祭実年中行事図会 江戸末期写 1011甘

6.尾張名所図会前編

岡田啓 ・野口道直編 小回切容江等回

天保15年干lj 7巻71附

＇／.間 後編

同 明治13年干lj 6巻 6illf 

8.同 附録 〔小治国兵治水〕

岡田 啓若： 末寺山善三郎編

昭和5～ 8年干lj 8巻 6lllf 

9.尾張名陽図会 両力樋信（彼J侯庵）

昭和15年干IJ(名古屋史談会） 7附

10.御祭礼全書 写（小寺玉晃築） 1附

11. 開帳談話 高力組信写（自乍本） HIT 

12.名古屋東本願寺御選仏行列之図

高力般信回文政6年刊 1枚

13. 尾張年中行事絵抄 秋之苦II

高力車E信 写 1附

14.育窓紀llfl（第179)

水野正信編 江戸末期写 1 IIサ

15. 三郎納l見抄写 1 HIT 

16. 遊女波安者II 文化4年写 1 II仕

17. 〔名古屋婦人風俗〕 写（天保 4年序） 1附

18.名古屋風俗 野村科目lj,f,f~ 大正 6 年写 1冊

19. 若宮祇園祭礼 l名古屋名所団扇絵柴の内）

彩、 玉体 函 1枚

20. 枇杷島祭礼 （ 同 ） 

同 1枚

21. 担権現祭礼 （ 同 ） 

同 1枚

22.広井八幡祭礼 （ 同 ） 

同 1枚

〔各地〕
23. l~ 花洛名勝図会 （東山之者II)

木村l珂啓 ・川喜多点彦制 絵川半山等画

文久2年干lj 4巻 8i冊
24. : ~在j各細見図絵初箭池田東図

文久4年干lj 1 iiサ

25.大和名所図会 秋里舜福（篠弘）編

竹原春朝斎図

寛政3年干lj 6巻 7冊

26.照津名所国会 秋塁舜稲編

竹原春4月画
寛政8. 10年干lj 9巻12冊

目 を表

27. 河内名所図会 秋里舛：初制丹羽桃渓画

ギ手口元年刊 6巻 6冊

も一、ーもーもーもーをードトトトもーもーもードトもードトトドトもーもーもー

〔公家・武家〕
28.禁裏院中年中内々御規式 天明元年写 lillf 
29.冠帽図会松岡辰方 天保11年干lj 1 illf 

30.大符会便蒙 荷回在満 天明元年写 111サ

31. 東山年中行事 江戸中期写 5巻 5flit 

32. 殿中年中行事 l司 lfllf 

33. 江戸城中殿中行事天保6年写 1冊

34.相II営年中行事

松葉図」定的仙編刊 1附

35. 元服法式 伊勢点丈 写〔江戸〕 11附

36. 草催和言 会以安 立ノik5年刊

（徳川底勝手沢本） 1 f附

〔一般庶民〕
37. 1'~1補江戸年中行事 江戸末期千lj 1 fllt 
38.月次のあそび 菱川向i宣画

大正10年干lj（析 。！？複製会 ・元禄4年版複製）

1 I叶

39.天和長久四季あそび

大正11年干lj（同・ 絵入本絞製） 1冊

40. 当世風俗通 金鈎先生

大正8年刊（同・安永2年版複製） 1附

41. 当世かもじ雛形 安部玉腕子

昭和11年干lj（同 ・安永8年版複製） 1冊

42.彩画職人部類編成江

大正5年下1J （ ~H併全巻図面刊行会・安永 3年版複製）
2巻 2fllf

43.竹董築 山東京伝 天保 7年刊（上編） 3巻4冊

44.こグ〉ころくさ

昭和10年刊（航 l液製会・天和2年版複製） 1冊

45. ~~土 人倫訓蒙図集
大正9・10年干11(材，；1椴別会・元緑3年版） 7巻 7fllf

46 . 絵本宝の雄勝川容~函
刊（！削借金巻図画干lj行会・天明6年版複製） 1冊

47.絵本束わらは 南中111笑鐙尚人作歌川盟広函

大正6年刊（同 ・文化元年版絞製） 2巻 2flU 

48.神無月夷講（破） 三代盟国函 1枚

49. 当流女諸礼抜方 （きゃくじんへあいさつのしゃう ）

一勇斎国芳画 1枚

50.廊の四季志 よしはらやうじ（三月中の町様）

英泉画 1枚
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蓬左文庫の蔵 書群－ 1-

蓬左文庫には、現在、約 8万点の{!J絡が収蔵されているが、その l点毎に、興味深い伝来事情をと

もなっている。たとえば、河内本「源氏物語」（重文）などは、金沢文庫の創設者である北条笑H寺が正

嘉 2 年（ 1 258）に源親行本をも っ て書写させたものであるが、その後、是利義満や、~臣秀次などの

手を経て徳川氏に伝えられたといわれ、｜時の有力者の間を渡ってきたわけである。一一各書籍が付帯

している伝来事情は、その書籍を研究する上での重要なポイ ン卜であることは言うまでもなく、資料

批判における最も基本的な検討事項であるから、本文庫蔵告についても、すべてを明確にすることが

望ましいが、残念ながら、以前から蓬左文庫に収蔵されている、という事実のほかは、伝来が不明確

なものも少なくない。もちろん、 l点 l点については、書籍そのもの、あるいは関係記録を丹念に調査

すれば、ある程度は明らかになろうが、個々の検討は、その者111.立の必要にまかせるとして、ここでは、

文庫蔵告ーの内、ある共通の伝来事情を持つ蔵書群についてみてゆきたい。

本文l!J!の蔵f.！｝は、おおむね 2種類の記号の連記によ って整理されている （各分類目録において、当・

名の下に1€1げたもの、たとえば、金沢文庫旧蔵 「続日本紀」は168 - 1、「務窪物語」は 2-11）。この

内、最初の番号は、在庫の中に設けられた書架の位置を示す棚番 （架蔵番号）で、現在、本文庫では

l～ 79、101～ 174（途中欠番あり ）を使用しており、蔵舎の内容を分類する機能には乏しいが、次に

あげるものは、伝来を同じくする蔵書を、他と分ける （別世）役割を来している。

（棚番）

12 （一部） 鈴木信吉 旧蔵書 34～40 尾崎良知 旧蔵書

13 五味末吉 II 54～63 伝尾張明倫堂 II 

14 （一部） 尾張洋学館 II 101～104 駿河御譲本 II 

31 奥村徳（得）義 II 166～168 II II 

32・33 水野正信 II 

もちろん、この外にも「御本」印記により 、尾煩滞初代義l立の蔵書と知られるもの、その他の印記

で入庫のi時期が推定できるもの （印記については別掲』械の「運左文庫の蔵fl}印」を参照）、文庫に残さ

れた書籍目録により、たとえば「寛永五年京都買本」という具合に、購入の時期や場所の判明するも

の、他にも、「種村肖推寺差上本」「角倉平次献上本」「田安家旧蔵告：」「徳川慶勝手訳本」等々、側々の事

情をあげればきりがないが、これら、散在するものについては別の機会に譲り、ここでは、棚番によ

ってひとまとまりに区切られている（別置されている）共通の伝来事情をも った蔵苫：群についてみて

ゆくことにする。

さて、以上の数字のみで表わされた棚番の他に、特別の記号をも って別置されている蔵書群もある。

これも共通の伝来事情を有しているので、次にあげる。
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大－－－－－－－－－大炊御門家文書

笠一…・・小笠原流伝書

八木－…－八木文書

阪一…・－阪本彰之助旧蔵書

中－……－中村修 II 

ナ・・・・・・・・・美；獲高木家文書

茶・・・・・・・・・尾州茶屋記録

小・…・－小酒井不木文庫

尾－・…・・尾崎久弥コレクション

山……・・・山田千晴旧蔵書（寄託）

（以上、敬称、時）

この他、棚番を用いずに主主理番号だけで示されたものに古絵図類があるが、これは共通の伝来事情

を持つものでなく、様式上の別置群であるから、ここでは省略する。また、アルファベットを冠した

書物は、明治以後の洋装本で、アルファベットは分類を指示しており、これもここでは除外する。

以上みてくると、ここにあげた別置の蔵書群以外のものが、蓬左文庫の根幹をなす蔵書、すなわち、

歴代務主の集書になるもの、というわけで、ここにあげたものは、駿河御談本以外は、 比較的近代に

寄贈あるいは所管の移動により文庫に収蔵された、いわゆる幹に対して校にあたる蔵書群ということ

になる。根幹よりも校が先になって恐縮であるが、 、枝葉末節砂といっ言葉にはあたらない、重要な

蔵書群でもあり、これから数回にわけて、この欄で、とりあげてゆこうと思う。なお、駿河御譲本に

ついては、よく知られてもおり、文庫の基盤そのものであるから、歴代務主の集書について述べる機会

に、改めてとり上げようと思う 。

ミ鈴木信吉旧蔵書〉

尾張務屈指の兵学者近松茂矩の著作を集めたもので、総数144部（217点）。 自筆本ないし手沢本が多

い。茂矩 （彦之進）は、元禄10年 （1697）に生まれ、四代務主吉通に近侍してその信愛を受け、吉通

が聞いた全流 （一全流ともいう ）兵法の伝授を受けたといわれる。のち、長沼流の兵学に傾倒し、錬

兵館を立てて門人に教え、これが藩の主流となった。主著に「昔日出」及び「円覚院様御伝十五ヶ条」、

そのほか兵書の編述は等身大を超える。南海また丁牧と号して、茶道や俳譜をも好む趣味人で、その

方面では「茶窓問話」「南海随筆」などがある。安永 7年 (1778）没。

鈴木信吉氏は旧務士の子孫で、長〈愛知銀行（現東海銀行）に務め、監査役にのぼったが、昭和 7年、

財団法人尾張徳川繋明会の設立にあたり、招かれて専務理事に任じ、徳川家の家令をも兼ねた。中々

の蔵書家で、これはその中の主要な集書であったが、繋明会設立後まもなく、本文庫に寄贈された。

〈五味末吉旧蔵書〉

尾張務にあって代々武家故実方をつとめた五味家の旧蔵書。武器 ・武具 ・服飾などについての聞書、

考証、絵図類のほか、茶道などに関するものもふくまれ、375部 （422点）に及ぶ。

五味末吉氏は、少年時代から徳川家に仕えて家職（家扶）の一員となり、察明会設立後は、その常

務理事を兼ね、戦後まで職務に精励された。この蔵書の文庫への寄贈は、鈴木氏と同じ頃と思われる。

4 



コラ ム

明倫堂は、いうまでもなく、天明 3年 （1783）、尾張滞九

世宗睦のときに開設された藩校で、「日月倫」の文字は「孟子」

(I峡文公上）の「夏日校、段目序、周回庫、学則三代共之、

皆所以明人倫也、人倫明於上、小民税於下」から出ている。

語感が良いので、他の諸務にも同名の学校があり、別に、

一字ちがいの 、明倫館’も少な くないため、混同をさけて

い尾張明倫堂。と称する場合もある。さて、天明 ・寛政年

間は、尾張の学芸が急速に進展した時代で、多 くの学者・

文人を輩出しているが、初代の総裁 （のちに’傍学）に牒村出身の、しかも折衷派といわれる細井徳民

（平洲）が起用されたのは興味が深い。もっとも平洲は、すでに功成り名遂げて老熟の境地に入って

はいたが……。これより先、究延元年 （1748）、山崎学派の蟹養斎が、八世宗勝の援助のもとに、巾下

学問所を設け、 宗！除自筆の「明倫堂」の額まで下！！易されたが、務の上層部が養斎を容れなかったため、

まもなく廃絶した。それから25年後、正式に様校としてスタートし、尾張文教の中心となったことは

周知の通りである。学長に相当する管学はじめ教綬 ・l)Ji.絡 （助教授）には、平洲に次いで、岡田新川、

石川香山、深田香笑、家回大峰、鈴木JJ~など有数の学者が挙げられ、初めは儒学、のちには国学をも

教え、慶応年間 （1865～68）には武術の道場も設けられた。学生の数も、初めは50名程度にすぎなか

っ たが、のちには700名に達し、町人や）~民も志あるものは聴識を許されたという 。 文庫も併設され、

およそ l万点の書籍をそなえ、「明倫堂御文庫御書目」ほか 4種の蔵書目録が本文庫に現存する。これ

らは明治維新後、主として蓬左文庫と愛知県師範学校 （現教育大学）とに分放された。別に明倫堂か

ら刊行された「明倫堂版」もあるが、これについては 「運左No.3」を参照されたい。明倫堂の蔵i.!}印

は、タテ56mm、ヨコ24mmの縦ー長で、「明倫堂図書」とあるが、実際に用いられた例は意外と少ない。

尾張洋学館は、天保年間 (1830～44）、務士上回帯万 （仲敏）が、当時のI術学界の第一人者伊藤圭介

らと協力して、城内三の丸の向邸内（現営林局）に聞いた｜絢学塾で、多 くの門弟をとりたて、何n河春三

や字者II宮三郎などの英オを出した。務立と

はいえないが、維の許可を得た上で、場所

も城内にあることから、偏狭な擁夷論者の

攻撃も避けられたようである 。文久年間

(1861～64）、借万の病死とともに廃校にな

ったらしく、存続の期間は長くはなかった

が、その文化的意義は大きく、近代の幕明

けの基盤となっている。館J哉の図書の数は

明らかでないが、その一部は本文庫に伝わ

り、オランダの原書 （語学 ・医学 ・兵学・

地理学・物理学など）をはじめ、「和Jli¥1字誌」

（長崎ハルマ）や「洋字t;;）」などの将典や入

門苫：類、さらにi絢舎の名古屋版など数十点

がある。これもユニークで武重な蔵書群の

ーっといえる。蔵書印はタテ44mm、ヨコ29

mmの長方形で＼「尾張洋学館印」とある。

蓬左文庫の蔵書印
「明倫堂図i ＇~」

その5.「 ~ 印記
r 尾仮洋学館印」

俄 ゑ ~t'!

「H月倫堂図書」
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出版物 匡と

見

名古屋市蓬左文庫漢籍分類目録（ s .50年刊） 3,500円 蓬左文庫重要文化財図録（s .52年刊） 200円

名古屋市蓬左文庫図書分類自録（ s . 51年刊） 4,000円

名古屋市蓬左文庫古文書古絵図目録（s . 51年刊）2,500円

尾崎久弥コレクション目録第一～三集

( s. 52～55年干iJ) 各 1,500円

名古屋叢書（正編）索引 ・総目録（s . 53年刊） 2,000円

名古屋抜書続編索引（s .47年刊）

名古屋抜書続編総目録（s .44年刊）

警本解題図録第一～三集（s . 55年再版）

700円

400円

各 300円

日本の古典〈蓬左文庫図録＞（s .52年刊）

蓬左文庫 ・源氏物語図録（s .53年刊）

蓬左文庫所蔵古地図複製（s .55～56年刊）

200円

300円

No. I～No. 5 各 1,800円

No. 6 （尾張宏、付図）愛智郡名古屋東 I, 800円

No. 7 ( 同 ）同 名古屋西 1,800円

名古屋議書三編第12巻（s .56年刊）

（葎の滴）諸家雑談・家事雑識 30,00円

女以上の出版物は、本文庫事務室において頒布しています。郵送希望の方は郵送料が必要ですので、お問い合

わせ下さい。（ただし、古地図複製は郵送不可）

安本文庫所蔵古地図の精密な複製を作成し、希望者には頒布しています。

女「名古屋鍛哲三編」（20巻 ・付1巻予定）の第 l回目日ぶができました。以後、年 2～3巻を発行してゆく予定で

す。全巻ご希望の方は、第 1回配本購入の際に、お申し出ください。

I> I> b 利用ご案内 寸寸寸

I>開館時間 午前 9時30分～午後 5時

I>休 館 日 毎月H在日 ・第3金曜日（館内務理日）

/88~に重なる場合Ii 日時｜閉館、月火休館1
干兄日 ｜ ｜ 

l月悩 II 月・火休館 ／ 

I>閲 覧 館内に限り、館外貸し出しはいたしません

（閲覧料）普通図書無料

重要図書有料（ 1部100円）

I>展 示 常時蔵書の一部を展示

（特別l展を除き入場無料）

I>複写サービス 普通図書のうち保存上影響のないも

のについて複写サービスを行ないま

す。その他、マイクロフィルムの利

用、写真搬）j与の申請を受付けますの

名古屋市蓬左文庫

干461名古屋市東区徳川町1001番地

fi(052)935-2173 

（市バス新出来町北 lOOm)
山 口町東 500m

市，〈ス
軒出来町

名古屋市蓬左文庫

王illH町名占Mllt 主大怯自由ヶ丘

で、ご来庫の上、ご相談下さい。 ・ドス析出来町

9月13日より住居表示が変更しましたのでお知らせします。

旧 名古屋市東区徳川町 2-27 
新名古屋市東区徳川町1001番地

「蓬左」第 7号 食昭和56年10月3日発行交編集 ・発行 ：：名古屋市蓬左文庫（東区徳川町1001番地）

女無料交不定期刊行 カ印刷 ：大同印刷lj（東区泉2-3 18) 
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